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医療法人 江隆会 介護老人保健施設 

サングリーンやさと 通所課 

 

ご利用者、ご家族の皆様 

 

いつもご利用ありがとうございます。 

 

3月の行事予定 

3月 8日（月）お誕生日会 

3月 14日（日）ホワイトデー 
 

 

 

通所課からのお知らせ 
当施設では、体験利用を随時行なっております。 

お知り合いの方や、体験をご希望されている方が 

いらっしゃいましたらお気軽に下記までご連絡下さい 

      

 介護老人保健施設 サングリーンやさと 通所リハビリ課 

        〒315-0165 石岡市小倉 443-1  ☎0299-43-3120 

通所課主任 石原 誠治 

 

 

 

2月の行事報告 

2月 4日（月） お誕生日会 

2月 14日（日） バレンタインデー 
毎年恒例、 劇『かぐや姫』を行いました。 

練習時間が取れなかったのですが、楽しんで頂けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後からは、『バレンタイン菓子作成』を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご利用者様の作品です 



 

低体温症について 

低体温症とは、深部体温が 35度を下回る状態を指します。体は体温

を常に上げる様に代謝反応が生じていますが、それを上回る速度で体

温が低下することにより低体温症が引き起こされます。 

発症すると、心臓や脳など、様々な臓器が正常に働かなくなります。

意識を失ったり不整脈を生じたりすることから、命にかかわる危険な

状態です。 

普通の人では、身体の中心部の温度は 37度程 

度に保たれています。体の中心から離れた皮膚 

の温度はそれより低くなっていきます。 

この図の「暑い環境」では体の中心部の温度は 

もちろん、腕や足の中心部までが 37度になっ 

ています。ところが「寒い環境」では体の中心 

部でさえも 35度以下まで低下してしまうこと 

があり、これを「低体温症」の状態といいます。 

生活の中の低体温症 

低体温症が多く起こるのは、お酒や睡眠薬を飲んだ後、寒い場所で寝

てしまった時や、気温が低く寒い場所に長時間居た時です。その他、

脳血管障害、頭の怪我、広範囲の火傷、内分泌の病気、低血糖などで

も起こります。 

また、お年寄りや子供の場合、さらに起こりやすくなります。 

低体温症の原因 

〇寒冷環境   ：寒い環境 

〇熱喪失状態  ：体熱が奪われた状態 

〇熱産生低下  ：体内で作られる熱の量が少ない 

〇体温調節能低下：体温を調節する体の仕組みが低下している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まだまだ、寒い時期が続きます。 

朝、お迎えが来るのを外で待っていると、低体温症になってしまう 

危険がありますので、家の中や温かい場所でお待ちいただきます様 

お願いします。 

 


